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２．原因分析

一般国道８号 三条市栄地区における計画段階評価

１．三条市栄地区の課題

① 区間全体の旅行速度が低く、円滑な走行を阻害
○当該地区周辺には金属工業団地や事業所が集積し、国道８号は地域の産業を支え

る重要な物流経路であるとともに、生活道路としての地域内交通機能も混在。

○対象区間は、４車線整備済み区間に挟まれた２車線区間であり、全体的に速度が

低く、円滑な走行を阻害。【写真１,図２】

③ 沿道からの出入り交通が速度低下を誘発

① ボトルネック区間へ交通が集中
○当該地域の交通は、地域内交通だけでなく新潟や長

岡・上越方面からの通過交通が多い。【図４】

○対象区間は、前後区間に対して車線数が少ないため、

混雑度が1.47と高くなっている。

○また、対象区間周辺では約35haの工業団地(Ｒ２年度

末より分譲開始）が整備されており、交通容量の更な

る超過により交通混雑の悪化が想定される。

○積雪時には後続車の側方通過が困難となり、速度低下

等の交通障害が発生。また、大規模な立ち往生等によ

る通行止めからの早期解放にも時間がかかる。

○当該地区は、沿道に事業所が立地しており、沿道乗

り入れに伴う減速等が要因と想定される追突事故

が多発。（全事故の74%が交差点以外で発生）

① 交通容量拡大による交通混雑の改善
② 安全・安心な走行空間確保による安全性向上
③ 沿線立地企業への物流円滑化により地域の産業活動を支援

３．政策目標

② 交通事故の発生リスクが高い

写真１ 三条市福島新田付近渋滞状況（R2.9撮影）

② 高い大型車混入率
○当該地区の大型車混入率は、最大で

27.3%となっており、県内直轄国道

平均※（DID地区：8.6%,市街地部：

16.0%）に比べ高い。

図４ 北陸道及び国道8号のOD内訳

図１ 事業位置図
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○当該地区は、交差点部や単路部で急ブレーキが多発しており、事故危険区間に

３箇所（合計約2.7km）が選定されている。

○２車線区間では、交通事故による通行止め等の交通規制が発生する恐れがあり、

交通に与える影響が大きい。

至 新潟市

至 長岡市

出典：ETC2.0 秋期：R2.9月平日 冬期：R3.1.7～9
ピーク時 7～9時、17～19時の平均
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図6 対象区間の積雪時の交通状況
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図７ 対象区間の大型車交通量
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図２ 当該区間のピーク時平均旅行速度（秋期・冬期）
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図３ 対象区間の事故発生状況
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出典：事故原票 (H22-R1)
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北陸自動車道

工業流通団地

【案①】 現道拡幅 【案②】 バイパス整備

ルート概要 現道を全線にわたり４車線に拡幅する案
地域内交通と通過交通を分離するため、

別線で２車線バイパスを整備する案

政
策
目
標

交通混雑の改善 ○
交通容量拡大によりボトルネック区間が解消し、混雑緩和が
期待できる

△ 地域内交通が現道に残るため、十分な混雑緩和が期待できない。

交通事故の削減 ○ ４車線化や中央分離帯により事故削減が期待される △ 地域内交通が現道に残るため、十分な事故削減が期待できない

冬期交通の改善 ○
４車線化により十分な幅員が確保され、冬期速度の改善が
期待される

△
バイパス・現道共に２車線のため、交通障害発生の可能性が高く、
通行止め発生時には早期の交通開放が困難

物流の円滑化 ○
工業流通団地へのアクセス機能が向上し、物流の円滑化に
寄与する

×
地域内交通が現道に残るため、工業流通団地へのアクセス機能の
向上は期待できない

施工性 △
現道交通の切り回しに加え、支障物件が多く、案②に比べ施工
性に劣る

○
交通規制の影響が案①に比べて小さく、支障物件が少ないため、
施工性に優れる

経済性 ○ 約150億円 △ 約210億円

総合評価 ○ △

【案②】
バイパス整備

対応方針(案)：案①による対策が妥当
【計画概要】

・路 線 名：一般国道8号

・区 間：新潟県三条市一ツ屋敷新田

～千把野新田
・概略延長：3.2km

・設計速度：80km/h

・車 線 数：４車線（現道拡幅）

（参考）当該事業の経緯等

ひ と つ や し き し ん で ん

せ ん ば の し ん で ん

■都市計画決定等の状況
○Ｈ16.３ 都市計画決定

※ 猪子場新田南地区事故対策事業、
一ツ屋敷地区事故対策事業を実施中

■地域の要望等
○Ｒ２.10  国道８号栄地域４車線化整備促進

期成同盟会が新規事業化を要望
○Ｒ３.10 国道８号栄地域４車線化整備促進

期成同盟会が新規事業化を要望
○Ｒ４.１ 国道８号栄地域４車線化整備促進

期成同盟会が新規事業化を要望
○Ｒ４.２ 新潟県知事が新規事業化を要望

４．対策案の検討

現道拡幅区間 バイパス区間

標準断面図（イメージ）
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